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保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

□日１０月２６日�　午前９時～午後４時 
□場市役所周辺、けやき通り 
□内物産展示即売会・模擬店、各種パレード、阿波踊り、
仮面ライダーキバショー、子ども広場、ふれあい広場など 

　わんぱく相撲大会　□日１０月２５日�　午前９時～午後３時 
　　　　　　　　　　□場文化スポーツセンター 

　詳細については、町会・自治会を通じて配布するチラシをご
覧ください。なお、チラシは、駅前出張所、八潮メセナ、やし
お生涯楽習館、ゆまにて、文化スポーツセンター、八幡・八條
図書館、資料館等の市内公共施設でも配布しています。 

※１０月２５日�は、市民まつり冠事業として「前夜祭八潮駅第２回スターライ
トライブ」が八潮駅構内自由通路（交番裏）で行われます。（午後３時～８時） 
□問やしお市民まつり実行委員会事務局 
　（生涯学習まちづくり推進課内）�○内４６５ 

（
敬
称
略
） 

・
八
潮
市
商
工
会
女
性
部
　
だ
い
ば
ら
児

童
館
遊
具
購
入
の
た
め
に
５
万
円 

善
意
の
寄
附
（
９
月
分
） 

 

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
休
止 

□日
１１
月
９
日
�
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
終
日
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

□問
市
民
温
水
プ
ー
ル
�
９３６
・
６
８
２
４ 

 
生
産
緑
地
地
区
変
更
案
縦
覧 

□日
１０
月
１４
日
�
〜
２８
日
�
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分 

□場
都
市
デ
ザ
イ
ン
課 

意
見
書
の
提
出 

□対
市
内
在
住
ま
た
は
利
害
関
係
の
あ
る
方 

□内
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を
提
出

で
き
ま
す
。 

□申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
利
害
関

係
を
記
入
の
う
え
、
１０
月
１４
日
か
ら
２８
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
課
（
�
○内
３
４
６
）
へ 

 

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１１０
番 

□日
１１
月
２３
日
�
　
午
前
１１
時
〜
午
後
５
時 

□内
司
法
書
士
に
よ
る
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
電
話
相
談
会 

相
談
専
用
電
話
　
�
０４８
・
８７２
・
８
０
５
５

（
当
日
の
み
通
話
可
） 

□問
司
法
書
士
・
今
井
�
０４９
・
２２８
・
７
２
８

８ 
 

税
務
相
談
会 

　「
税
を
考
え
る
週
間
」（
１１
月
１１
日
〜
１７

日
）に
併
せ
て
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。 

□日
１１
月
１１
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

３０
分 

□場
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
２
階

ブ
リ
ッ
ジ
（
Ｊ
Ｒ
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅

下
車
す
ぐ
） 

□内
パ
ー
ト
の
税
金
、
相
続
税
や
消
費
税
な

ど
の
相
談
※
相
談
員
＝
関
東
信
越
税
理
士

会
の
女
性
税
理
士 

□問
関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部
�
９６２
・

６
１
３
１ 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

　
垳
町
会
お
よ
び
新
町
町
会
で
は
、
�
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
平
成
２０
年

度
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
放

送
設
備
や
お
祭
り
用
具
等
」「
お
祭
り
用

具
や
テ
ー
ブ
ル
等
」
を
購
入
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
購
入
し
た
用
具
等
は
、
町
内
会

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
使
用
さ
れ
ま
す
。 

                  

□問
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
○内
４

７
６ 

 

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間 

〈
１０
月
１
日
〜
３１
日
〉 

　
労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
加
入
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
だ
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
、
加
入

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
手
続
き
指
導
お
よ
び
加
入
勧
奨

活
動
に
よ
っ
て
も
、
自
主
的
な
加
入
手
続

き
を
と
ら
な
い
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
職

権
に
よ
る
強
制
的
な
保
険
関
係
成
立
手
続

き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
の
認
定
決
定
を 

行
い
ま
す
。 

□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加
�
９３１
・
６
１
１
１
、

春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
�
０４８
・
７３５
・
５

２
２
８

 

い
よ
い
よ
裁
判
員
制
度
！ 

　
　
　
　
　
…
で
も
そ
の
前
に 

●
選
任
手
続
に
は
何
人
呼
ば
れ
る
の
？ 

　
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁
判
所
に
お
呼

び
す
る
人
数
は
１
つ
の
事
件
に
つ
き
、
５０

人
か
ら
１００
人
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

●
選
任
手
続
に
か
か
る
時
間
は
？ 

　
選
任
手
続
は
午
前
中
に
終
了
す
る
予
定

で
す
。
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
方
は
、
そ
の

日
の
午
後
か
ら
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

□問
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷
事
務

室
�
０４８
・
８６３
・
４
１
１
１
○内
５
２
０
１ 

 

医
療
福
祉
相
談
会 

□日
１０
月
１９
日
�
、
１２
月
７
日
�
　
午
前
１１

時
〜
午
後
４
時 

□場
川
越
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
ア
ト
レ

川
越
６
階 

□対
県
内
在
住
・
在
勤
の
方 

□内
疾
病
や
障
が
い
が
き
っ
か
け
で
生
じ
た
、

患
者
や
家
族
の
生
活
上
の
諸
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
。
※
電
話
相
談
可 

相
談
専
用
電
話
�
�
０４８
・
６５０
・
３
６
４
７

（
埼
玉
県
医
療
社
会
事
業
協
会
） 

□問
毛
呂
病
院
医
療
福
祉
相
談
室
�
０４９
・
２７６

・
１
４
３
９ 

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
が
８
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
告
示
日
に
定
員
と
同
数
の
立
候
補
届
出

が
あ
り
、
立
候
補
さ
れ
た
１０
人
の
方
が
無

投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
推
薦
に
よ
る
委
員
７
人

を
含
め
、
次
の
１７
人
の
方
が
新
た
に
農
業

委
員
に
な
り
ま
し
た
。 

〔
任
期
〕
平
成
２０
年
８
月
２４
日
〜
平
成
２３

年
８
月
２３
日 

　
ま
た
、
初
め
て
の
総
会
が
８
月
２５
日
に

開
催
さ
れ
、
会
長
に
市
川
俊
之
氏
が
、
会

長
代
理
に
小
倉
幸
一
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。 

□問
農
業
委
員
会
事
務
局
�
○内
２
８
６ 

　
農
業
委
員
会
委
員
が
決
定 

委員名（敬称略） 

宇田川　清　廣 西袋・柳之宮・南後谷 
　　橋　達　夫 幸之宮 
伊豫田　　　司 南川崎 
宍　倉　栄　次 東古新田・西古新田 
荻　野　新　一 新田・若柳 
渋　谷　義　政 小作田・松之木・伊草 
小　倉　幸　一 上馬場・中馬場・大原 
大　塚　一　宏 高木 
石　井　文　男 入谷 
市　川　俊　之 上二丁目･下二丁目 

萩　野　信　雄 和　耕 

高　橋　長市郎 下木曽根 

小　倉　重　治 上木曽根 

小　澤　榮　三 伊勢野・垳 
臼　倉　健　一 上大瀬・下大瀬 
小　倉　　　茂 大曽根東・中･西・浮塚 
小　林　よ　し 鶴ケ曽根（一）・（二） 

担 当 地 区 
選 挙 に よ る 委 員  

土 地 改 良 区 推 薦  

農 協 推 薦  

農 業 共 済 推 薦  

議 会 推 薦  

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任 

（
再
任
） 

小
柳
　
孝
一
氏
（
垳
） 

秋
山
　
和
子
氏
（
中
央
二
） 

（
新
任
） 

柴
　
清
氏
（
伊
勢
野
） 

（
任
期
　
平
成
２０
年
１０
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
２４
年
９
月
３０
日
） 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命 

（
再
任
） 

篠
宮
　
有
美
氏
（
伊
草
） 

（
新
任
） 

並
木
　
利
美
子
氏
（
新
町
） 

（
任
期
　
平
成
２０
年
１０
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
２４
年
９
月
３０
日
） 

①
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

□日
１１
月
１３
日
�
　
午
前
８
時
４５
分
〜
１０
時

４５
分
、
午
後
１
時
〜
２
時
４５
分 

※
結
果
説
明
会
＝
１１
月
２７
日
� 

□対
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
女
性
※
男
性

は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
判
定
基
準
が
な
い

た
め
、
検
診
と
し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
。 

□内
問
診
、
骨
密
度
測
定 

□定
午
前
・
午
後
各
３０
人
（
申
込
順
） 

□費
無
料 

②
料
理
教
室 

□日
１１
月
２１
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

３０
分 

□対
市
内
在
住
の
方
（
調
理
未
経
験
者
歓
迎
） 

□内
自
分
に
合
っ
た
食
事
の
量
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
等
に
つ
い
て
、
調
理
を
し
な
が
ら
楽

し
く
学
び
ま
す
。
※
講
師
＝
在
宅
栄
養
士 

□持
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン 

□定
２０
人 

□費
５００
円
（
食
材
料
費
） 

③
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
健
康
診
査 

□日
１２
月
１４
日
�
　
午
前
８
時
４５
分
〜
９
時

４５
分 

※
結
果
説
明
会
＝
平
成
２１
年
１
月
１５
日
� 

□対
市
内
在
住
で
２０
歳
〜
３９
歳
の
方 

□内
問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、
血
液
検
査
、
診
察
、
骨
密
度
測
定 

※
骨
密
度
測
定
は
女
性
の
み 

□定
５０
人 

□費
５００
円
※
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
無
料 

④
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診 

□日
１２
月
１１
日
�
・
１２
日
�
　
午
前
８
時
３０

分
〜
１１
時 

□対
市
内
在
住
で
４０
歳
以
上
の
方 

□内
問
診
、
胃
部
Ｘ
線
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検

査
（
基
準
に
よ
り
喀
た
ん
細
胞
診
検
査
） 

□定
各
日
１００
人 

□費
胃
が
ん
１
２
０
０
円
、
肺
が
ん
（
胸
部

Ｘ
線
３００
円
・
喀
た
ん
検
査
６００
円
）
※
八
潮

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
生
活
保
護
受

給
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
受
診
当

日
７０
歳
以
上
の
方
は
無
料
（
た
だ
し
、
国

保
加
入
者
の
喀
た
ん
検
査
を
除
く
） 

⑤
お
口
の
健
康
教
室 

□日
１１
月
２１
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分 

□対
市
内
在
住
で
６５
歳
以
上
の
方 

□内
飲
み
込
む
こ
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
む

せ
る
こ
と
を
軽
減
す
る
た
め
の
口
腔
体
操
・

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
染
め
出
し
に
よ
る

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど
。
※
講
師
＝
歯

科
衛
生
士 

□定
２０
人 

□費
無
料 

⑥
乳
が
ん
検
診
（
予
約
制
） 

□日
１２
月
９
日
� 

□対
市
内
在
住
で
４０
歳
以
上
の
方
（
昭
和
４４

年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。
た
だ

し
昨
年
度
受
診
さ
れ
た
方
を
除
く
） 

□内
視
触
診
・
乳
房
Ｘ
線
検
査
、
乳
が
ん
の

自
己
検
査
法
の
指
導
※
Ｘ
線
検
査
は
、
多

少
時
間
が
か
か
り
ま
す
。 

□持
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の

方
） 

□定
７５
人
（
申
込
順
） 

□費
視
触
診
＝
５００
円
、
乳
房
Ｘ
線
検
査
＝
１

２
４
０
円
※
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
視
触
診
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
・
市

民
税
非
課
税
世
帯
・
受
診
当
日
７０
歳
以
上

の
方
は
、
自
己
負
担
な
し
（
要
申
請
） 

―
①
〜
⑥
共
通
― 

□場
保
健
セ
ン
タ
ー 

□申
電
話
で
健
康
増
進
課
（
�
９９５
・
３
３
８

１
〜
３
）
へ 

　９月６日、埼玉県県民健康センター
で開催された「少年の主張大会」で、
過去最多の応募者（中学生の部＝約８，０
００人、高校生・一般の部＝約３，０００人）
の中から、お二人はみごと優秀賞を受
賞されました。 
　八潮中学校１年生の林さんは、弟が
産まれて命の尊さを実感し、自分が変
わったそうです。『出場者の中で、１年
生は一人だけだったので、発表できた
だけでもうれしいです』と林さん。世
の中の「きもい」「死ね」という言葉の
汚さに気付き、自分がされてうれしか
ったことを相手にもしてあげる、例え
ば「おはよう」や「ありがとう」を伝
えるなど自分にできる小さなことから
始めたいと、緊張の中、立派に発表さ
れました。 
　八潮高校３年生の秋霜さんは、日頃、
学校のボート部で活動する中、中川の

汚れに気付き、ごみ問題を取り上げ、
そこから広範囲の環境問題へと話題を
展開。『高校生・一般の部で、発表順が
一番目だったので、とても緊張しまし
た。皆さんのレベルが高かったので、
まさか優秀賞に選ばれるとは思いませ
んでした』と秋霜さん。身近なところ
から問題を発見し、その思いをわかり
やすく、かつ、聴き手に印象付けるた
めに、ジェスチャーを加えた発表は、
高い評価でした。 
　お二人に将来の夢は？と、尋ねると
「まだわかりません。今は中学生にな
ってから始めた野球に力を入れてます」
と林さん。「今現在、進学に向けて準備
中です。まだ決まっていませんが、進
学して自分に力を付けて、これから決
めて行きたいです」と秋霜さん。お二
人とも、穏やかな笑顔で答えてくれま
した。 

少年の主張大会優秀賞受賞 
「
中
川
を
汚
す
な
」 

秋
霜
　
佑
介
さ
ん 

（
南
後
谷
） 

「
弟
が
産
ま
れ
て
…
」 

林
　
　
洋
介
さ
ん 

（
緑
町
二
丁
目
） 

第
１６
回
古
典
芸
能
の
集
い 

□日
１１
月
３
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜 

□場
資
料
館
併
設
の
古
民
家
座
敷 

□内
箏
に
よ
る
演
奏
と
長
唄
、
日
本
舞
踊
を

披
露 

□費
無
料 

□問
資
料
館
�
９９７
・
６
６
６
６ 
 

消
防
団
特
別
点
検 

　
消
防
団
員
の
災
害
に
対
応
す
る
教
育
訓

練
の
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
消
防

団
員
と
し
て
の
使
命
感
の
啓
発
と
士
気
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
多
数

の
見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

□日
１１
月
２
日
�
　
午
前
９
時
〜
正
午 

□場
八
潮
中
学
校
校
庭
（
雨
天
の
場
合
は
体

育
館
） 

□問
消
防
本
部
総
務
課
�
○内
３
５
１ 

 

第
２０
回
ゆ
ま
に
て
噴
火
祭 

□日
１１
月
３
日
�
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時 

□場
ゆ
ま
に
て
体
育
館
ほ
か 

□内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

（
賞
品
多
数
）、
ス
テ
ー
ジ
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
模
擬
店
な
ど 

★
噴
火
祭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

募
集 

□定
２４
区
画
※
食
品
不
可
（
申
込
順
） 

□費
１
０
０
０
円
（
１
区
画
） 

□申
１０
月
２６
日
ま
で
に
、
出
店
料
を
添
え
て

ゆ
ま
に
て
（
�
９９６
・
０
１
２
３
※
受
付
時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ 

 

筆
で
学
ぶ
書
の
心
・
実
用
書
ま
で 

□日
１１
月
８
日
〜
１２
月
６
日
（
毎
週
土
曜
日
・

全
５
回
）
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

□場
八
幡
公
民
館
研
修
室 

□内
▼
書
道
文
字
（
書
体
）
を
理
解
し
楷
書
・

行
書
・
草
書
・
か
な
を
書
い
て
み
る
▼
文

字
に
自
分
の
個
性
を
表
現
し
、
自
由
に
書

く
楽
し
さ
を
味
わ
う
▼
古
典
の
書
を
真
似

て
、
見
て
書
い
て
み
る
。「
書
の
心
」
に

触
れ
て
み
る
▼
二
文
字
、
四
文
字
、
半
紙

に
大
き
さ
の
違
う
文
字
を
自
由
に
書
い
て

み
る
▼
実
用
の
書
を
、
手
書
き
で
（
実
用

通
信
文
・
季
節
の
こ
と
ば
）
自
己
表
現
を

楽
し
む 

※
講
師
＝
大
東
書
道
院
・
今
関
菽
華
さ
ん 

□持
書
道
用
具
一
式
（
墨
・
硯
・
大
筆
・
小

筆
・
下
敷
・
ぞ
う
き
ん
）、
筆
記
用
具 

□定
２０
人 

□費
１
０
０
０
円
（
お
手
本
、
半
紙
代
） 

※
１０
月
３１
日
ま
で
に
納
入 

□申
１０
月
２５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
文
化
協
会
（
八
幡
公
民
館
内
�
９９５
・
６

２
１
６
※
受
付
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
）
へ 

 

外
国
の
お
母
さ
ん
の
家
庭
料
理 

□日
１１
月
７
日
�
・
１４
日
�
（
全
２
回
）
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時 

□場
八
幡
公
民
館
調
理
室 

□内
１
回
目
＝
イ
タ
リ
ア
の
家
庭
料
理
（
ス

ッ
プ
リ
・
ニ
ョ
ッ
キ
・
イ
タ
リ
ア
ン
タ
ー

ツ
）
２
回
目
＝
中
国
の
家
庭
料
理
（
包
子
・

花
焼
売
・
雲
白
肉
・
酸
辛
湯
）
※
講
師
＝

寺
門
友
子
さ
ん
（
料
理
研
究
家
） 

□持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器 

□定
２４
人
（
申
込
順
） 

□費
２
５
０
０
円
（
材
料
費
） 

□申
１０
月
２８
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

八
幡
公
民
館
（
�
９９５
・
６
２
１
６
※
受
付

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ 

 

第
３４
回
八
潮
市
民
文
化
祭 

□日
１１
月
２
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
ス
テ
ー
ジ
の
部
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）・

３
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

□費
無
料 

【
展
示
の
部
】 

□場
八
潮
メ
セ
ナ
、
八
幡
公
民
館 

□内
手
工
芸
、
華
道
、
文
芸
、
洋
ら
ん
、
子

ど
も
作
品
、
書
道
、
盆
栽
な
ど
の
展
示 

【
ス
テ
ー
ジ
の
部
】 

□場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル 

□内
民
謡
、
歌
謡
、
舞
踊
、
吟
詠
、
郷
土
芸

能
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど 

□問
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
八

幡
公
民
館
内
）
�
９９５
・
６
２
１
６ 

 

景
観
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー 

〜
水
の
郷
・
花
の
路
を
ゆ
く
〜 

　
三
郷
市
の
景
観
ス
ポ
ッ
ト
を
、
バ
ス
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
観
て
み
ま
せ
ん
か
。 

□日
１０
月
２９
日
	
　
午
前
９
時
３０
集
合
・
午

後
３
時
解
散
予
定
※
小
雨
決
行 

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方 

□持
動
き
や
す
い
服
装
、
昼
食
、
飲
み
物 

□定
１２
人
（
申
込
順
） 

□費
５００
円
（
保
険
代
等
） 

□申
１０
月
２４
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

や
し
お
生
涯
楽
習
館（
�
９９４
・
１
０
０
０
）へ 

 

犬
の
し
つ
け
方
教
室 

□日
①
１０
月
１９
日
�
②
１１
月
９
日
�
　
午
前

１０
時
〜
１１
時
４５
分 

□場
①
越
谷
保
健
所
草
加
分
室
（
旧
草
加
保

健
所
）
②
八
條
公
民
館
会
議
室
１ 

□対
八
潮
市
お
よ
び
草
加
市
在
住
の
方 

□内
講
師
＝
①
鬼
澤
愛
子
さ
ん
②
前
川
久
美

子
さ
ん
（
優
良
家
庭
犬
普
及
協
会
し
つ
け

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
） 

※
講
義
の
み
の
教
室
で
す
。
犬
を
連
れ
て

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

□定
各
５０
人
（
申
込
順
） 

□費
無
料 

□申
①
は
１０
月
１７
日
ま
で
に
、
電
話
で
草
加

市
環
境
業
務
セ
ン
タ
ー
（
�
９３１
・
３
９
７

２
）
へ
。
②
は
１１
月
７
日
ま
で
に
、
電
話

で
市
環
境
課
（
�
○内
２
３
５
）
へ 

 

八
潮
市
鉢
の
会
菊
花
展
示
会 

□日
１０
月
３１
日
�
〜
１１
月
４
日
�
　
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
１０
月
３１
日
は
午
後
２
時

か
ら
） 

□場
市
役
所
西
側
駐
車
場 

□問
農
政
課
�
○内
２
９
９ 

 

第
２
回
や
し
お
市
民
大
学
公
開
講
座 

□日
１０
月
１８
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時 

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル 

□内
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
心
豊

か
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
〜
今
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
」
※
講
師
＝
小
川
孔
美
さ

ん
（
埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部

助
教
） 

□申
１０
月
１６
日
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
（
�

○内
３
９
７
）
へ 

 

子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

★
１１
月
変
更
日 

１１
月
１９
日
	
↓
２１
日
� 

★
１１
月
の
主
な
予
定 

▼
１１
月
１３
日
�
　
午
前
１１
時
〜
正
午
＝
絵

本
作
り
▼
１１
月
２７
日
�
　
午
前
１０
時
〜
正

午
＝
身
体
測
定 

□問
子
育
て
支
援
課
�
○内
４
８
０ 

 

労
働
セ
ミ
ナ
ー 

□日
①
１０
月
２８
日
�
・
②
２９
日
	
　
午
後
６

時
３０
分
〜
８
時
３０
分 

□場
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室 

□対
県
内
勤
労
者
・
使
用
者
、
一
般
の
方 

□内
①
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス(

仕
事
と

生
活
の
調
和)

入
門
※
講
師
＝
渥
美
由
喜

さ
ん
（
富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
主
任
研

究
員
）、「
人
権
問
題
」
に
つ
い
て
※
講
師

＝
新
澤
信
男
さ
ん
（
市
社
会
教
育
審
議
会

委
員
）
②
職
場
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
解
消

法
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
体
操
な
ど
※
講

師
＝
㈱
ア
ル
モ
ニ
カ
ス
タ
ッ
フ 

□定
４０
人
（
申
込
順
） 

□費
無
料 

□申
１０
月
２２
日
ま
で
に
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
商
工
振
興
課
（
�

○内
３
３
６
、shokoshinko@

city.
yashio.lg.jp

）
ま
た
は
市
商
工
会
（
�

９９６
・
１
９
２
６
）
へ 

 

東
部
地
域
創
業
・
経
営
相
談
会 

　
企
業
の
ミ
ニ
展
示
会
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
も
同
時
開
催
し
ま
す
。 

□日
１１
月
２８
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
セ
ミ
ナ
ー
は
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０

分
） 

□場
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
４
階
（
越
谷
駅

東
口
下
車
徒
歩
１０
分
） 

□対
中
小
企
業
の
経
営
者
、
創
業
希
望
者
等 

□内
▼
個
別
相
談
会
▼
セ
ミ
ナ
ー
「
創
業
、

新
分
野
進
出
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ヒ
ン
ト
」
※

講
師
＝
折
原
浩
さ
ん
（
㈱
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
） 

□申
１１
月
１３
日
ま
で
に
、
電
話
で
埼
玉
県
創

業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
０４８

・
７１１
・
２
２
２
２
）
へ 

 

障
が
い
児
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

□日
▼
１１
月
１８
日
�
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０

分
▼
１１
月
２９
日
�
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午

後
０
時
３０
分
▼
１２
月
７
日
�
　
午
前
９
時

〜
正
午
▼
１２
月
８
日


〜
平
成
２１
年
１
月

１６
日
�
の
間
で
選
択
制
▼
平
成
２１
年
１
月

２３
日
�
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
１
時
３０

分
（
全
５
回
） 

□場
三
郷
養
護
学
校
　
ほ
か 

□対
興
味
・
関
心
の
あ
る
方 

□内
養
護
学
校
の
見
学
、
障
が
い
に
つ
い
て

の
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
等 

□定
７
人 

□費
無
料 

□申
１１
月
７
日
ま
で
に
、
電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
・
八
潮
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
�
９９５
・
３
６
３
６
）
へ 

 

寿
大
学
校 

□日
１１
月
７
日
〜
平
成
２１
年
１
月
２３
日
（
毎

週
金
曜
日
・
全
１０
回
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

□場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
（
送
迎
バ

ス
を
運
行
） 

□対
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
で
、
通
学
が
可

能
な
方 

□内
健
康
管
理
、
福
祉
、
生
活
、
施
設
見
学
、

趣
味
等 

□定
４０
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
未
受
講

者
を
優
先
） 

□申
１０
月
２４
日
ま
で
に
、
申
込
書
を
寿
楽
荘

（
�
９９５
・
２
８
４
７
）
へ 

※
申
込
書
は
高
齢
い
き
が
い
課
、
寿
楽
荘
、

す
え
ひ
ろ
荘
、社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布 

 

里
親
入
門
講
座 

〜
い
ま
、里
親
を
求
め
て
い
ま
す
〜 

　
子
ど
も
を
預
か
り
育
て
る
里
親
家
庭
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
里
親
制
度
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

□日
１０
月
２６
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分 

□場
春
日
部
市
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
室
２（
春

日
部
駅
東
口
下
車
徒
歩
１０
分
） 

□費
無
料 

□申
１０
月
２１
日
ま
で
に
、
電
話
で
越
谷
児
童

相
談
所
（
�
９７５
・
４
１
５
２
）
へ 

 

在
宅
介
護
者
の
交
流
事
業 

　
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
り
、
在
宅
介
護
に
関
す
る
知

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

□日
１１
月
１０
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分 □場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」 

□対
在
宅
で
要
介
護
１
以
上
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
市
内
在
住
の
方 

□内
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の
会
員

に
よ
る
在
宅
介
護
の
経
験
談
・
介
護
者
同

士
の
交
流 

□定
２０
人
（
申
込
順
） 

□費
１００
円 

□申
１０
月
２４
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会（
�
９９５
・
３
６
３
６
）へ 

し
ょ
う 

て
い 

こ
と 

あ
き 

ゆ
う 

す
け 

し
も 

は
や
し 

よ
う 

す
け 


